
　

う
ぐ
い
す
の
鳴
き
散
ら
す
ら
む
春
の
花

い
つ
し
か
君
と
手
折
り
か
ざ
さ
む

（
万
葉
集　

巻
十
七
・
三
九
六
六
）

　

こ
れ
は
、
大
伴
家
持
が
「
ウ
グ
イ
ス
が
鳴

い
て
散
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
春
の
花
を
、

早
く
君
と
共
に
手
折
り
、
頭
に
か
ざ
し
た
い
」

と
春
の
訪
れ
を
詠
ん
だ
歌
で
す
。
詠
ま
れ
た

の
は
、
天
平
十
九
年
の
二
月
二
十
九
日
（
新

暦
の
四
月
十
七
日
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

年
、
国
指
定
史
跡
下
野
国
分
寺
跡
で
は
、
三

月
上
旬
か
ら
四
月
下
旬
に
か
け
て
ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
今
年
の
ウ
グ

イ
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
「
春
告
鳥
」「
報

春
鳥
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
グ
イ
ス
と
冬
の
寒
さ
・

厳
し
さ
に
耐
え
て
咲
く
こ
と
か
ら
「
春
告
草
」

の
異
名
を
持
つ
ウ
メ
は
万
葉
の
昔
か
ら
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
歌
に
良
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

下
野
国
分
寺
七
重
の
塔
跡
の
西
側
に
一
本

の
梅
の
古
木
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
古
木
の

た
め
、
普
段
は
目
に
留
ま
り
ま
せ
ん
が
、
天

平
の
丘
公
園
周
辺
で
は
、
例
年
一
番
に
開
花

す
る
古
木
で
す
。
下
野
薬
師
寺
跡
に
も
約
百

本
の
梅
の
木
を
公
園
整
備
の
際
に
植
樹
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
木
よ
り
も
二
〜
三
週
間

早
く
開
花
し
ま
す
。
実
は
こ
の
古
木
が
早
く

開
花
す
る
わ
け
は
、
こ
の
古
木
と
隣
り
合
わ

せ
に
あ
る
常
緑
樹
が
古
木
を
覆
う
よ
う
に
枝

葉
を
伸
ば
し
て
く
れ
て
い
る
お
蔭
で
、
寒
さ

が
防
げ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
冬
の
寒
さ
を
耐
え
る
」
こ
の
言
葉
に
ぴ
っ

た
り
な
遺
物
が
、
実
は
下
野
薬
師
寺
跡
や
下

野
国
分
寺
・
尼
寺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま

す
。「
忍に

ん
ど
う冬

唐
草
文
」
や
「
均き
ん
せ
い整

唐
草
文
」
と

呼
ば
れ
る
唐
草
模
様
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
軒
瓦

類
で
す
。
白
鳳
時
代
や
奈
良
時
代
に
全
国
の

寺
院
の
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
こ
の
唐
草

文
が
流
行
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
役
所
や
寺

院
の
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
簡
単
に
述
べ
る
と

平
城
京
な
ど
中
央
の
役
所
や
寺
院
と
関
係
の

深
さ
で
決
ま
り
ま
す
。
平
城
京
で
使
用
さ
れ

た
瓦
の
木
型
と
工
人
が
各
地
に
貸
し
出
し
さ

れ
、
国
分
寺
な
ど
の
建
設
に
携
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
野
薬
師
寺
の
最
初
の

建
物
の
場
合
は
、
藤
原
京
の
川か

わ
ら
で
ら

原
寺
に
使
用

さ
れ
た
瓦
の
木
型
を
借
り
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
下
野
薬
師
寺
が
八
世
紀
前
半
に
「
官
寺
」

（
国
立
寺
院
）
に
改
修
さ
れ
た
際
に
は
、
平
城

京
右う

き
ょ
う
さ
ん
じ
ょ
う
さ
ん
ぼ
う

京
三
条
三
坊
（
現
在
の
奈
良
市
西
大
寺

付
近
）
に
本
籍
を
も
つ
従
六
位
上
於う
え
の

伊い

み美

春
告
げ
草
・
春
告
鳥

吉き
お
び
と

子
首
（
当
時
七
九
歳
）
が
、「
下
野
薬
師

寺
造ぞ
う
し
こ
う

司
工
」（
工
事
の
指
導
者
）
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
野
薬
師
寺
跡
か
ら
は
、

「
葡ぶ

ど
う萄

唐
草
文
」
と
呼
ば
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
瓦

も
出
土
し
て
い
ま
す
。
白
鳳
時
代
の
葡
萄
唐

草
文
様
で
有
名
な
資
料
は
、
奈
良
の
薬
師
寺

に
安
置
さ
れ
て
い
る
国
宝
薬
師
三
尊
像
の
本

尊
が
腰
か
け
て
い
る
金
銅
製
台
座
で
す
。
こ

の
台
座
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
葡
萄
唐
草
文
、

ペ
ル
シ
ャ
の
蓮
華
文
様
、
イ
ン
ド
の
力
神
裸

像
、
中
国
の
四
方
四
神
（
東
に
青せ

い

龍り
ゅ
う、

南
に

朱す
ざ
く雀

、
西
に
白
び
ゃ
っ

虎こ

、
北
に
玄げ
ん

武ぶ

）
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
沿
線
の
デ
ザ
イ
ン
の
集
大
成
で
す
。
こ
の

ギ
リ
シ
ャ
に
起
源
を
持
つ
葡
萄
唐
草
文
様
が
、

今
か
ら
１
３
０
０
年
前
に
下
野
薬
師
寺
ま
で
、

も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で
す
。何
と
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
終
着
点
と
さ
れ
る
奈
良
か
ら
さ
ら
に
先

の
こ
の
下
野
市
ま
で
、
ギ
リ
シ
ャ
起
源
の
デ

ザ
イ
ン
が
当
時
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
。

当
時
、
ギ
リ
シ
ャ
で
も
ま
た
、
そ
の
沿
線
の

都
市
で
も
ブ
ド
ウ
は
、
実
が
鈴
な
り
に
生
り

房
と
な
る
こ
と
か
ら
「
豊ほ

う
じ
ょ
う穣・

多
産
」
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
好
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

国分寺鐙瓦
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